
　全日本軟式野球連盟は正しい少年野球の普及と 　開会式の模様も当日の夕刊に掲載され一段と選

育成を図る目的で、昭和43年にその組織化に乗り 手たちの闘志を盛り立てていた。

出し、そのチームを対象とした都道府県大会や、 　開会式では学童と少年が一堂に会し、県警ブラ

ブロック大会が開かれるようになった。 スバンドの演奏で華やに入場しての開会式を終え

　長崎県軟式野球連盟は昭和46年８月に長崎新聞 た後、市内の各会場で熱戦が開始された。

社の後援により『第１回県下少年野球選手権大会』

と銘打ち少年二部(中学生)が長崎市内４チームを

含む９チームと、学童２チームの県大会を主催し

ている。(8/22、25～26：大橋球場)

　翌47年に県中体連と長崎新聞社との共催により

少年12、学童４の16チーム参加で開催した県大会

を第１回大会とした。

　大会の詳細は翌日の長崎新聞に、数枚の写真と

試合のイニングスコアに、投手－捕手名や二塁打

以上の選手名も記され、球児たちには気合の入れ

ようも違った。

　昭和57年の第11回大会も長崎市で開催予定だっ 　参加チーム数は16年以降の市町村合併により、

たが、７月23日の夕方頃から降り始めた雨による 長崎支部は支部内登録数が20チームを超え支部参

『長崎大水害』の影響で大橋球場をはじめ、市内 加枠が３に。県北地区は佐世保市に包括されて、

会場の一部は使用不能となり、期日と会場を８月 佐世保からは４チーム。諫早は北高来郡との合併

20日から大村市内に変更して、両部の大会は開催 により10チーム以上で２枠に。県連支部の組織は

された。 無いが、西彼杵郡２町にある中学５チームからも

　翌年には長崎会場に戻ったが、大村開催(H2)と １枠を設け、全22チームが参加して人工芝の上で

なったり学童と会場分離(H5)したりしたが、大橋 熱戦を展開している。

球場が老朽化のため解体となった平成６年以降は

両部の会場は分離された。

　参加数も年々増え福江を最後に16支部が揃った

のは昭和55年の第９回大会。支部内に中学チーム

が多い南高来郡が59年、西彼杵郡が61年、県北支 年 年 年 年

部も平成10年から２チーム参加となったが、平成 2 8 13 18

16年から始まった市町村合併により北高来郡支部 4 9 14 19

の消滅や、近隣３市に編入された北松浦郡（県北 5 10 15 20

支部）中学チームの激変もあったが、第40回記念 6 11 16 21

大会は平成４年(第21回)以来20年ぶりに長崎市で 7 12 17 22

開催。県下一斉登校日(８月９日：原爆の日)の翌

日から四日間、球児憧れの県営野球場ビッグＮス

タジアムで全試合を開催。その後も継続中である。

※平成４年は長崎会場が雨天順延で佐世保に。

※平成22年は準決勝と決勝がビッグＮで開催。
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48 元 22 波佐見中(東彼杵)④ 7-0 西彼中(西海) 西彼中は２年連続準優勝

49 2 18 新型コロナの影響で長崎、西彼杵が不参加

3-1 二中地区クラブ(島原)

47 30 22 大野中(佐世保)② 8-7 西彼中(西海) 4-4同点で延長八回タイブレーク戦
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歴　代　決　勝　戦　の　ス　コ　ア

回 優勝チーム スコア 準優勝チーム

二中地区クラブ(島原)

24 7 小江原中(長崎)② 2-0

18

19

1 47 玖島クラブ(大村)

14

19

46 西大村クラブ(大村) 1-0

2 相浦クラブ(佐世保) 1-0 西大村クラブ(大村)

4 50 野母崎クラブ(西彼杵) 1-0 今福クラブ(松浦)

7 53 相浦クラブ(佐世保)③ 3-0 白銀クラブ(諫早)

相浦クラブ(佐世保)② 2-1 三会クラブ(島原)

3 49 北陵クラブ(諫早) 2-0 野母崎クラブ(西彼杵)

6 52 滑石クラブ(長崎) 2-0 飯盛クラブ(北高来)

8 54 淵中クラブ(長崎) 5-1 江平中(長崎)

26 9 戸町中(長崎) 4-3

福島中(県北)

25 8 高来中(北高来) 5-2

H.

28 11 山澄中(佐世保) 6-1

旭中(佐世保)

9 55 郡中(大村) 7-0 小野中(諫早)

10 56 南串クラブ(南高来) 2-0 岩屋中(長崎)

愛野少年クラブ(南高来)

有家中(南高来)

7-0

19

27 10 島原第二中(島原) 1-0

14 小佐々中(県北) 2-0

島原第一中(島原)

30 13 西有家中(南高来) 3-1

22 2-1

14 60 有明中クラブ(南高来)

2-0 美津島アストロクラブ(対馬)

32 15 山里クラブ(長崎)② 4-1

日野中(佐世保)

11 57 山里中(長崎)

滑石中(長崎)②

相浦中(佐世保)④

21 4

大瀬戸中(西彼杵)

12 58 江平中(長崎) 5-4

29 12

19

18

19

19

平戸中(平戸)

13 59

22 5

5-0 島原第一中(島原)17 63 中里中(佐世保)

22

福江中(福江)

16 62

諫早中(諫早)

15 1-0

小江原中(長崎)

3-2

5-0

41 24 早岐中(佐世保)

4-1 吾妻中クラブ(県南)

18 元 生月中(県北)

40 23 小長井中(諫早)

1-0 日宇中(佐世保)

39 22 諫早中クラブ(諫早)

3-0

23 6 旭中(佐世保) 1-0

35

崎辺中(佐世保)

玖島中(大村)②

44 27 波佐見中(東彼杵)③

4-142 25 早岐中(佐世保)②

46 29 相浦中(佐世保)⑤

4-0

45 28 平戸中(平戸)

22

43 26 島原第一中(島原)

4-2

3-0

38 21 大村中クラブ(大村)

参加数
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12

11

15

波佐見中(東彼杵)

若松中(上五島)

61

33 16 波佐見中(東彼杵)②

36 19 福江中(福江)

34 17 決勝が雨天中止で２チーム　布津(南高来)・小佐々(県北)

相浦中(佐世保)

31

37 20 日野中(佐世保)

18

準決勝と決勝は☂順延で９月10日に

県北が初参加

決勝戦は延長15回

平戸と対馬が初参加

4-3 三会中(島原)

20 3 有明中クラブ(南高来)② 6-1

19 2 有明中クラブ(南高来)

福江中(福江)

加津佐中(南高来)

深堀中(長崎)

崎辺中(佐世保)

5-0

東彼杵と南高来と上五島が初参加

福江が初参加で全16支部が出揃う

長崎大水害の影響で順延(大村会場)
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22

22

23

22

中里中(佐世保)

小浜中(南高来)

決勝が雨天中止で２チーム　大野(佐世保)・相浦(佐世保)
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20

20

20

1-0 島原第一中クラブ(島原)

1-0 諫早中(諫早)

2-1 桜が原中(大村)

2-1 有家中クラブ(県南)

2-0

3-2

3-2

小長井中(諫早)

島原会場

松浦会場

上五島会場

島原会場

上五島会場

大村会場

生月町ほかで開催

佐世保会場

大島町、西海町会場

大島町、西海町会場

早岐中が大会初の２連覇

広田中(佐世保)

三重中(長崎)

小佐々中(県北)

有明中(南高来)

長田中(諫早)

諫早会場

西海市会場

西海市会場（準決勝以降はビッグＮ）

この年より全試合をビッグＮ使用

飯盛中(諫早)

大村会場

降雨順延で佐世保会場に変更

佐世保会場

波佐見会場

西海町ほかで開催

松浦会場

島原会場


